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	背景
	Ca(2+)放出活性化Ca(2+)（CRAC）チャネルサブユニットは、細胞内Ca(2+)ストアの枯渇とCa(2+)センサーSTIM1によるチャネル活性化に続いて、Ca(2+)流入を媒介します。CRACチャネルはT細胞におけるCa(2+)流入の主要経路であり、転写因子NFATを活性化することで病原体に対する免疫応答を促進します。細胞内Ca(2+)貯蔵量の枯渇とCa(2+)センサーSTIM1によるチャネル活性化後のCa(2+)流入を媒介するCa(2+)放出活性化Ca(2+)（CRAC）チャネルサブユニット（PubMed:16582901、PubMed:16645049、PubMed:16733527、PubMed:16766533、PubMed:16807233、PubMed:19249086、PubMed:23307288、PubMed:24351972、PubMed:24591628、PubMed:28219928、PubMed:20354224、PubMed:26956484）。 CRACチャネルはT細胞におけるCa(2+)流入の主要経路であり、転写因子NFAT（PubMed:16582901）を活性化することで病原体に対する免疫応答を促進する。小胞体やゴルジ体におけるCa(2+)含有量とは独立して、乳腺上皮細胞の基底外側膜におけるCa(2+)流入において重要な役割を果たしている。乳汁分泌のために、大量のCa(2+)を上皮透過輸送する役割を担っている可能性がある。
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	ヒト血小板溶解物中の Orai1 発現のウェスタン ブロット分析。

